
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汗には体温を調節する大切な役割があり、子どものころに汗をかく機会が少ないと、汗を分泌する汗腺が働かなくなって

しまいます。たくさん遊んで、汗をいっぱいかいた後は、洗ってさっぱりしましょう。 

ほけんだより ７月号 

6月の感染症データ 

・発熱・・・・・・・・・・・・6名 

・ﾍﾙﾊﾟﾝｷﾞｰﾅ……１名 

6月はアプリでもお伝えしたように、下旬になり下痢や軟便のお子さ

んが複数名みられました。ウイルス性の下痢は感染力が強いです。

処理のときは気を付けていただき、おむつ替え等終わりましたらし

っかり手を洗うようにしてください。また、夏風邪のひとつである

ヘルパンギーナのお子さんの報告もありました。下に夏風邪につい

ての記事も掲載しましたので、ご覧いただければと思います。 

８おだ保０１０ 

202６年7月発行 

☆月・木曜は爪チェックデー☆ 

おだ学園保育園 

看護師 三浦 

気をつけたい夏の感染症 

その名の通り、のど（咽頭）と目（結膜）に炎症が起こり、高

い熱が出ます。うつりやすい為、家族みんなでこまめに手を洗

い、タオルなどの共有はやめましょう。 

咽頭
いんとう

結膜熱
けつまくねつ

（プール熱） 

ヘルパンギーナ 
突然高い熱が出て、数日続きます。口の中に水ぶくれができ、

２～３日ほどで破れて潰瘍になって痛みます。原因となるウイ

ルスが複数ある為、繰り返しかかることがあります。 

手足口病 

最初に口の中にぽつぽつができ、痛みの為飲んだり食べたりす

るのをいやがります。この時に熱がでますが、半数は熱を伴い

ません。その後、手のひら、足の裏に赤っぽい水ぶくれが出来

て痛みます。原因となるウイルスが複数ある為、何度もかかる

可能性があります。 

・38～39度の高い熱が数日続くことも 
・のどが痛む 
・白目が充血し、まぶたがはれる、めやにが出る 

【登園再開の目安】 
熱や目の症状が治まった後、２日が経過したら 

・口の中、のどに白っぽい水ぶくれができる 
・高い熱が数日続くことが多い 

【登園再開の目安】 
熱や口の中の水ぶくれ・潰瘍が治まり、普段の
食事がとれるようになったら 

・口の中のポツポツが痛む為、飲んだり食べたりを
嫌がる 

・手のひらや足の裏にポツポツが出来る 
 
【登園再開の目安】 
熱や口の中の水ぶくれ・潰瘍が治まり、普段の食
事がとれるようになったら 

おうちで休むときは……         

水分補給をしっかり 

暑さや熱で水分が失われると、口の中やのどに痛みが出やす
く、食べるのをいやがりがち。アイスクリームやゼリーなど、
口当たり、のどごしのよいものを少しずつとらせるか、脱水に
ならないように水分だけは飲ませるようにしましょう。 

回復するまで 

夏風邪は、どれも特効薬はありません。
休むことがいちばんの薬です。しっかり
休んで回復させるほうが、ぶりかえしに
くく長引きません。 

 夏はハチや毛虫に刺されるトラブルが増えます。刺されたら、炎症がひど

くならないよう、すぐに対応することが大事です。 


